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加圧状態で接続 ・分離ができる調心機構を備えた

ノンリークオートカプラです。

パレットクランプ用 (VS/SWT)エアブロー用

イケール/パレット下面取付

ノンリーク 油圧用 エア圧用 その他流体用

省スペース 低押付力タイプ

着座確認用

形　式 特　長

BJP/S

加圧状態で接続 ・分離ができる調心機構を備えた

ノンリークオートカプラです。

ネジ込み形で多連取付時の省スペース化に適しています。
BNP/S

使用圧力に関わらず接続時の必要押付力が小さい

ノンリークオートカプラです。BBP/S

カプラ接続状態で油圧供給を停止しても内部のチェック弁

により治具側油圧を保持できます。

接続時の反力がわずかなため、 スムーズな接続 ・分離

ができます。

BGP/S

カプラ接続状態で油圧供給を停止しても治具側油圧を

保持できるため、 油圧による反力のないスムーズな

接続 ・分離ができます。

ソケット側にはエアブロー機能も設けています。

BGC/D

チェック弁付オートジョイントでエア回路やクーラント用

として使用でき、 自動化に適しています。

VS （パレットクランプ） の取付寸法と同じ寸法でベースと

治具プレートの油空圧系統を接続することができます。

JNA/B

JNC/D

JVC/D

VS/SWT （パレットクランプ） の取付寸法と同じ寸法でベースと

治具プレートの空圧・クーラント系統を接続することができます。

VS/SWT 併用時パレットセッティング時 （搬入出時） の

反力が発生しないため、 スムーズな接続 ・分離ができます。

VS/SWT （パレットクランプ） の取付寸法と同じ寸法でベースと

治具プレートの油空圧系統を接続することができます。

VS/SWT 併用時パレットセッティング時 （搬入出時） の

反力が発生しないため、 スムーズな接続 ・分離ができます。

コンパクト設計で着座確認エア用に最適です。 省スペース

のため、 イケールや治具プレートの下面に取付できます。

分離時はチェック弁により、 クーラントや切粉が入りにくい

構造になっています。

JVE/F
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形　式 特　長 用　途

掲載頁

3

5

7

9

10

掲載頁

13

15

17

19

21

用　途



加圧状態で接続 ・分離ができる調心機構を備えた

ノンリークオートカプラです。

パレットクランプ用 (VS/SWT)エアブロー用

イケール/パレット下面取付

ノンリーク 油圧用 エア圧用 その他流体用

省スペース 低押付力タイプ

着座確認用

形　式 特　長

BJP/S

加圧状態で接続 ・分離ができる調心機構を備えた

ノンリークオートカプラです。

ネジ込み形で多連取付時の省スペース化に適しています。
BNP/S

使用圧力に関わらず接続時の必要押付力が小さい

ノンリークオートカプラです。BBP/S

カプラ接続状態で油圧供給を停止しても内部のチェック弁

により治具側油圧を保持できます。

接続時の反力がわずかなため、 スムーズな接続 ・分離

ができます。

BGP/S

カプラ接続状態で油圧供給を停止しても治具側油圧を

保持できるため、 油圧による反力のないスムーズな

接続 ・分離ができます。

ソケット側にはエアブロー機能も設けています。

BGC/D

チェック弁付オートジョイントでエア回路やクーラント用

として使用でき、 自動化に適しています。

VS （パレットクランプ） の取付寸法と同じ寸法でベースと

治具プレートの油空圧系統を接続することができます。

JNA/B

JNC/D

JVC/D

VS/SWT （パレットクランプ） の取付寸法と同じ寸法でベースと

治具プレートの空圧・クーラント系統を接続することができます。

VS/SWT 併用時パレットセッティング時 （搬入出時） の

反力が発生しないため、 スムーズな接続 ・分離ができます。

VS/SWT （パレットクランプ） の取付寸法と同じ寸法でベースと

治具プレートの油空圧系統を接続することができます。

VS/SWT 併用時パレットセッティング時 （搬入出時） の

反力が発生しないため、 スムーズな接続 ・分離ができます。

コンパクト設計で着座確認エア用に最適です。 省スペース

のため、 イケールや治具プレートの下面に取付できます。

分離時はチェック弁により、 クーラントや切粉が入りにくい

構造になっています。

JVE/F

JLP/S

形　式 特　長 用　途

掲載頁

3

5

7

9

10

掲載頁

13

15

17

19

21

用　途























15
以
上



15
以
上







 1. オートジョイントが加圧状態での接続 ・ 分離動作は行わないでください。

 2. 使用前に回路内のエア抜きを行ってください。（使用流体が油の場合）

 3. 各接続面に切粉等の異物を付着させた状態で接続しないでください。

  切粉やクーラント液が付着する場合は、 カバーを設けるか、 エアブロー等で確実に除去してから接続してください。

 4. 分離中にジグ側アクチュエータに負荷がかかると、 圧力が発生してオートジョイント先端から流体が流出する場合があります。

 5. 偏心量許容値を超えると、 内部部品が損傷しますので注意してください。（パレットクランプ未併用時は、 ガイドピン等の設置を推奨します。）

 6. パレットクランプは、 1mm のリフトアップストロークにより安定したセッティング作業ができる VS/SWT シリーズを推奨します。

  対応機器以外のパレットクランプ併用時は JVC/JVD 部の *2 接続設定寸法が D       となるようにしてください。

  もしくは JNA/JNB、 JNC/JND の使用を検討願います。

 7. レベル調整用カラー (VZ-VS1) を使用する場合は、 接続状態寸法 BA、BB が異なります。( 別冊パレットクランプカタログ CAT.NO VS001-□□-01 を参照ください。)

  JVC/JVD 部の *2 接続設定寸法が D       となるようにしてください。

 *2.  接続設定寸法の公差について、D       はパレットクランプ併用時の場合で、パレットセッティング時 （パレットクランプリリース時） のオートジョイントによる反力をゼロに

  する場合の公差です。それ以外の場合は、 接続設定寸法 D     で使用できます。

備考 *1. P: 供給圧力 (MPa)

JVC

JVD

MPa

MPa

mm2

mm
DEG.

 ℃

kN

形式
治具側

圧力源側

最高使用圧力

耐　圧

最小通路面積

偏心量 （許容値）

角度誤差 （許容値）

使用温度

使用流体

反　力 （計算式） *1

質量

             g

適応クランプ形式

適応ブロック形式
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供給圧力-反力グラフ

0 1 2 3 4 5 6 7
供給圧力　(MPa)

反
力

 (
ｋ
Ｎ

)

JVC/JVD接続完了後に圧力を供給した場合の反力を示します。
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 （MPa） （kN）

 0 0.04

 1 0.19
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 5 0.81

 6 0.96

 7 1.12

流量-圧力損失特性グラフ
本データの使用流体はISO-VG-32相当一般作動油（30～40℃）です。
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 流量 圧力損失

 （ℓ/min） （MPa）

 0 0

 5 0.29
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 15 1.12

 20 1.64
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油圧・エア圧用オートジョイント

V
JVC0200-W

C: 接続面 O リング側 ( 治具側 )
D: 接続面メタル側 ( 圧力源側 )

種類

W: ステンレス、真鍮、ニトリルゴム

別途お問合せください。

材質

無記号 : JVC のみ
S: JVD (VS/SWT クランプ併用時 )
T: JVD (VT クランプ併用時 )

適応クランプ形式

無記号 : JVC のみ
B02  : VSB020/SWTB020
B06  : VSB060/SWTB030
B10  : VSB100/SWTB050
J01  : SWTJ010
J02  : VSJ020/SWTJ020
J06  : VSJ060/SWTJ030
J10  : VSJ100/SWTJ050

JVD のみ

適応ブロック形式

パレットクランプを併用しない場合は
外形寸法より形式を選択ください。（ )

W S B10

※ 分離状態 （圧力ゼロ）時

 JVC からの油の流出はありません。
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JVD ( 圧力源側 )
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SWT0010とSWTB010の組合せでJVC/JVDを使用する場合は

下記のようなザグリ加工が必要です。
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治具パレットやイケールを交換する際の流体回路脱着に適しています。

パレットクランプ (ＶＳ/ＳＷＴ)との併用が容易で、併用時は

パレットセッティング時に反力が発生しないオートジョイントです。
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*3.SWTB0010 併用時参考接続状態寸法を参考ください。
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無記号 : JVC のみ
S: JVD (VS/SWT クランプ併用時 )
T: JVD (VT クランプ併用時 )

適応クランプ形式

無記号 : JVC のみ
B02  : VSB020/SWTB020
B06  : VSB060/SWTB030
B10  : VSB100/SWTB050
J01  : SWTJ010
J02  : VSJ020/SWTJ020
J06  : VSJ060/SWTJ030
J10  : VSJ100/SWTJ050

JVD のみ

適応ブロック形式

パレットクランプを併用しない場合は
外形寸法より形式を選択ください。（ )

W S B10

※ 分離状態 （圧力ゼロ）時

 JVC からの油の流出はありません。

JVC ( 治具側 )

JVD ( 圧力源側 )

+ 0.021
 0

取付部加工寸法

JVC0200-W

JVD0200-W-□

±
0
.0

5
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六
角

φ24.5
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2
2

六
角

φ24.5

18φ

M20×1.5ネジ

AS568-017(90°)

（付属）

17.8φ
M20×1.5ネジ

AS568-017(90°)   

（付属）

14φ

接
続

設
定

寸
法

D
　　

　
 (
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ッ

ト
ク

ラ
ン

プ
 ロ

ッ
ク

時
) *

2

（
参

考
値

：
単

体
接

続
限

寸
法

E
）

パレットクランプ併用時接続状態寸法

SWTB010併用時参考接続状態寸法

JVC/JVD(共通)

φ20.5H7

φ2130°

3
.5

1
0
以

上

1
2
.5

以
上

(0
.4

)

45°

M20×1.5ネジ
（
0
.5

)

6
.3

S

6.3S

分離状態 接続状態

JVC （治具側）

JVD （圧力源側） VS:パレットクランプ（SWT:ロケートクランプ）リリース状態

分離状態 （パレットセッティング時）

① 接続設定寸法より 1mm 以上分離した状態では反力が発生しません。

② パレットクランプ :VS （ロケートクランプ :SWT） 併用時は、パレットクランプのリフトアップストローク (1mm) を

 利用して接続します。 パレットクランプリリース時 （パレットセッティング時） オートジョイントは未接続状態

 で反力が発生しません。 （パレットクランプをロックすると接続状態となり、 反力が発生します。）

① ②

接
続

設
定

寸
法

+
1
m

m
以

上

接
続

設
定

寸
法

 バネと供給流体の圧力に

 より反力が発生します。

 （パレットクランプはロック

  状態）

1
m

m
リ

フ
ト

ア
ッ

プ
ス

ト
ロ

ー
ク

クランプ先端部
リフトアップ機能

接
続

設
定

寸
法

+
1
m

m

SWT0010とSWTB010の組合せでJVC/JVDを使用する場合は

下記のようなザグリ加工が必要です。

ロ
ッ

ク
時

 9
.5

(2
)

リ
リ

ー
ス

時
 1

0
.5

ロ
ッ

ク
時

 1
1
.5

±
0
.0

5

SWT0010 JVD0200-W-SB02

VZ0010-VSC JVC0200-WSWTB010

    JVC0200-W

 JVD0200 JVD0200 JVD0200 JVD0200 JVD0200 JVD0200 JVD0200

 -W-SJ01 -W-SB02 -W-SJ02 -W-SB06 -W-SJ06 -W-SB10 -W-SJ10

 21.5 16 24.5 17.5 28 20 30.5

 1 1 3.5 1 7 1 9.5

 10.5 5 11 6.5 11 9 11

 17 11.5 20 13 23.5 15.5 26

 16.5 11 19.5 12.5 23 15 25.5

A

B

C

D

E

 形式 治具側

 形式

 圧力源側

寸法表

併用クランプ形式

VSB/SWTB ブロック使用時 BA

VSJ/SWTJ ブロック使用時 BB

  VS0020/VS0040 VS0060 VS0100
 SWT0010  SWT0020 SWT0030 SWT0050

 9.5 11.5 13 15.5

 17 20 23.5 26 

パレットクランプ併用時 接続状態寸法表

ロ
ッ

ク
時

 B
A

リ
リ

ー
ス

時
 B

A
+
1

VZ-VSC
レベル調整用カラー JVC0200-WVSB/SWTBブロック

VS/SWTクランプ JVD0200-W-SB□

ロ
ッ

ク
時

 B
B

リ
リ

ー
ス

時
 B

B
+
1

JVD0200-W-SＪ□

JVC0200-WVSJ/SWTJブロック

VS/SWTクランプ

0
-0.4

±0.05

±
0
.0

5
±
0
.0

5

±0.05

±0.05

治具パレットやイケールを交換する際の流体回路脱着に適しています。

パレットクランプ (ＶＳ/ＳＷＴ)との併用が容易で、併用時は

パレットセッティング時に反力が発生しないオートジョイントです。

NEW

JVD0200-W-□

*3

*
3

*3.SWTB0010 併用時参考接続状態寸法を参考ください。



 1. クーラントの供給は、 接続完了後に行ってください。

 2. JVF にはメタルシールのチェック弁を設けていますが、 分離中に加圧すると、 微少リークする場合があります。

 3. 各接続面に切粉等の異物を付着させた状態で接続しないでください。

  切粉が付着する場合は、 カバーを設けるか、 エアブロー等で確実に除去してから接続してください。

 4. 分離中にジグ側アクチュエータに負荷がかかると、 圧力が発生してオートジョイント先端から流体が流出する場合があります。

 5. 偏心量許容値を超えると、 内部部品が損傷しますので注意してください。（パレットクランプ未併用時は、 ガイドピン等の設置を推奨します。）

 6. パレットクランプは、 1mm のリフトアップストロークにより安定したセッティング作業ができる VS/SWT シリーズを推奨します。

  対応機器以外のパレットクランプ併用時は JVE/JVF 部の *2 接続設定寸法が D       となるようにしてください。

  もしくは JNA/JNB、 JNC/JND の使用を検討願います。

 7. レベル調整用カラー (VZ-VS1) を使用する場合は、 接続状態寸法 BA、BB が異なります。( 別冊パレットクランプカタログ CAT.NO VS001-□□-01 を参照ください。)

  JVE/JVF 部の *2 接続設定寸法が D       となるようにしてください。

 *2. 接続設定寸法の公差について、D       はパレットクランプ併用時の場合で、パレットセッティング時 （パレットクランプリリース時） のオートジョイントによる反力をゼロに

  する場合の公差です。それ以外の場合は、 接続設定寸法 D     で使用できます。

備考 *1. P: 供給圧力 (MPa)

JVE

JVF

MPa

MPa

mm2

mm
DEG.

 ℃

kN

形式
治具側

圧力源側

最高使用圧力

耐　圧

最小通路面積

偏心量 （許容値）

角度誤差 （許容値）

使用温度

使用流体

反　力 （計算式） *1

質量

             g

適応クランプ形式

適応ブロック形式

 JVE0300-H

 JVF0300 JVF0300 JVF0300 JVF0300 JVF0300 JVF0300 JVF0300

 -H-SJ01 -H-SB02 -H-SJ02 -H-SB06 -H-SJ06 -H-SB10 -H-SJ10

 1

 1.5

 29.0

 ±0.5

 0.3

 0 ～ 70

 クーラント または エア 

 0.380 × P ＋ 0.06

 61

 90 49 96 58 111 73 122

 SWT0010 VS0020/VS0040/SWT0020 VS0060/SWT0030 VS0100/SWT0050

  VSB020 VSJ020 VSB060 VSJ060 VSB100 VSJ100   
 SWTJ010
  SWTB020 SWTJ020 SWTB030 SWTJ030 SWTB050 SWTJ050

供給圧力-反力グラフ
JVE/JVF接続完了後に圧力を供給した場合の反力を示します。

流量-圧力損失特性グラフ
本データの使用流体は水です。

外形寸法

仕様

 流量 圧力損失

 （ℓ/min） （MPa）

 0 0

 5 0.05

 10 0.12

 15 0.21

 20 0.33

 25 0.48

エア圧・クーラント用オートジョイント

V F

E : 接続面 O リング側 ( 治具側 )
F : 接続面メタル側 ( 圧力源側 )

種類

H: ステンレス、真鍮、フッ素ゴム

材質

無記号 : JVE のみ
B02  : VSB020/SWTB020
B06  : VSB060/SWTB030
B10  : VSB100/SWTB050
J01  : SWTJ010
J02  : VSJ020/SWTJ020
J06  : VSJ060/SWTJ030
J10  : VSJ100/SWTJ050

JVF のみ

H S B10

※ 分離状態 （圧力ゼロ）時

 JVE からのクーラントの流出はありません。

JVE ( 治具側 )

JVF ( 圧力源側 )

取付部加工寸法

パレットクランプ併用時接続状態寸法

SWTB010併用時参考接続状態寸法

JVE/JVF(共通)

分離状態 接続状態

JVE （治具側）

JVF （圧力源側） VS:パレットクランプ（SWT:ロケートクランプ）リリース状態

分離状態 （パレットセッティング時）

① ②

接
続

設
定

寸
法

+
1
m

m
以

上

接
続

設
定

寸
法

1
m

m
リ

フ
ト

ア
ッ

プ
ス

ト
ロ

ー
ク

クランプ先端部
リフトアップ機能

接
続
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定

寸
法

+
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m

m

SWT0010とSWTB010の組合せでJVE/JVFを使用する場合は

下記のようなザグリ加工が必要です。

ロ
ッ

ク
時

 9
.5

(2
)

リ
リ

ー
ス

時
 1

0
.5

ロ
ッ

ク
時

 1
1
.5

±
0
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SWT0010 JVF0300-H-SB02

VZ0010-VSC JVE0300-HSWTB010

    JVE0300-H

 JVF0300 JVF0300 JVF0300 JVF0300 JVF0300 JVF0300 JVF0300

 -H-SJ01 -H-SB02 -H-SJ02 -H-SB06 -H-SJ06 -H-SB10 -H-SJ10

 21.5 16 24.5 17.5 28 20 30.5

 1 1 3.5 1 7 1 9.5

 10.5 5 11 6.5 11 9 11

 17 11.5 20 13 23.5 15.5 26

 16.5 11 19.5 12.5 23 15 25.5

A

B

C

D

E

 形式 治具側

 形式

 圧力源側

寸法表

併用クランプ形式

VSB/SWTB ブロック使用時 BA

VSJ/SWTJ ブロック使用時 BB

  VS0020/VS0040 VS0060 VS0100
 SWT0010  SWT0020 SWT0030 SWT0050

 9.5 11.5 13 15.5

 17 20 23.5 26 

パレットクランプ併用時 接続状態寸法表

ロ
ッ

ク
時

 B
A

リ
リ

ー
ス

時
 B

A
+
1

VZ-VSC
レベル調整用カラー JVE0300-HVSB/SWTBブロック

VS/SWTクランプ JVF0300-H-SB□

ロ
ッ

ク
時

 B
B

リ
リ

ー
ス

時
 B

B
+
1

JVF0300-H-SＪ□

JVE0300-HVSJ/SWTJブロック

VS/SWTクランプ

0
-0.4

±0.05

±
0
.0

5
±
0
.0

5

±0.05

±0.05

治具パレットやイケールを交換する際の流体回路脱着に適しています。

パレットクランプ (ＶＳ/ＳＷＴ)との併用が容易で、併用時は

パレットセッティング時に反力が発生しないオートジョイントです。

0.2 0.4 0.6 0.8 1
供給圧力　(MPa)

反
力
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ｋ
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)

0
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0.1

0.2
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0.5
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流量　(ℓ/min)

圧
力

損
失

 (
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P
a)

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5
 供給圧力 反力

 （MPa） （kN）

 0 0.06

 0.1 0.10

 0.2 0.14

 0.3 0.17

 0.4 0.21

 0.5 0.25

 0.6 0.29

 0.7 0.33

 0.8 0.36

 0.9 0.40

 1.0 0.44

±
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1
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1
0

5
1
.5

9.2max

M27×1.5ネジ

AS568-021(90°)
フッ素ゴム（付属）

六
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3
0

JVE0300-H

φ33 六
角

3
0

JVF0300-H-□

22φ

1
0

M27×1.5ネジ

AS568-021(90°)
フッ素ゴム（付属）

φ26

AC
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1
0
以

上

1
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以
上

1
7
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上
*
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φ11以上*4

*4. 寸法は JVE 側のみの寸法です。

45°

M27×1.5ネジ

+ 0.033
 0

6
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S

6.3S

パレットクランプを併用しない場合は
外形寸法より形式を選択ください。（ )

① 接続設定寸法より 1mm 以上分離した状態では反力が発生しません。

② パレットクランプ :VS （ロケートクランプ :SWT） 併用時は、パレットクランプのリフトアップストローク (1mm) を

 利用して接続します。 パレットクランプリリース時 （パレットセッティング時） オートジョイントは未接続状態

 で反力が発生しません。 （パレットクランプをロックすると接続状態となり、 反力が発生します。）

 バネと供給流体の圧力に

 より反力が発生します。

 （パレットクランプはロック

  状態）

NEW

別途お問合せください。

無記号 : JVE のみ
S: JVF (VS/SWT クランプ併用時 )
T: JVF (VT クランプ併用時 )

適応クランプ形式

適応ブロック形式

JVE0300-H

JVF0300-H-□

*3

*
3

*3.SWTB0010 併用時参考接続状態寸法を参考ください。



 1. クーラントの供給は、 接続完了後に行ってください。

 2. JVF にはメタルシールのチェック弁を設けていますが、 分離中に加圧すると、 微少リークする場合があります。

 3. 各接続面に切粉等の異物を付着させた状態で接続しないでください。

  切粉が付着する場合は、 カバーを設けるか、 エアブロー等で確実に除去してから接続してください。

 4. 分離中にジグ側アクチュエータに負荷がかかると、 圧力が発生してオートジョイント先端から流体が流出する場合があります。

 5. 偏心量許容値を超えると、 内部部品が損傷しますので注意してください。（パレットクランプ未併用時は、 ガイドピン等の設置を推奨します。）

 6. パレットクランプは、 1mm のリフトアップストロークにより安定したセッティング作業ができる VS/SWT シリーズを推奨します。

  対応機器以外のパレットクランプ併用時は JVE/JVF 部の *2 接続設定寸法が D       となるようにしてください。

  もしくは JNA/JNB、 JNC/JND の使用を検討願います。

 7. レベル調整用カラー (VZ-VS1) を使用する場合は、 接続状態寸法 BA、BB が異なります。( 別冊パレットクランプカタログ CAT.NO VS001-□□-01 を参照ください。)

  JVE/JVF 部の *2 接続設定寸法が D       となるようにしてください。

 *2. 接続設定寸法の公差について、D       はパレットクランプ併用時の場合で、パレットセッティング時 （パレットクランプリリース時） のオートジョイントによる反力をゼロに

  する場合の公差です。それ以外の場合は、 接続設定寸法 D     で使用できます。

備考 *1. P: 供給圧力 (MPa)

JVE

JVF

MPa

MPa

mm2

mm
DEG.

 ℃

kN

形式
治具側

圧力源側

最高使用圧力

耐　圧

最小通路面積

偏心量 （許容値）

角度誤差 （許容値）

使用温度

使用流体

反　力 （計算式） *1

質量

             g

適応クランプ形式

適応ブロック形式

 JVE0300-H

 JVF0300 JVF0300 JVF0300 JVF0300 JVF0300 JVF0300 JVF0300

 -H-SJ01 -H-SB02 -H-SJ02 -H-SB06 -H-SJ06 -H-SB10 -H-SJ10

 1

 1.5

 29.0

 ±0.5

 0.3

 0 ～ 70

 クーラント または エア 

 0.380 × P ＋ 0.06

 61

 90 49 96 58 111 73 122

 SWT0010 VS0020/VS0040/SWT0020 VS0060/SWT0030 VS0100/SWT0050

  VSB020 VSJ020 VSB060 VSJ060 VSB100 VSJ100   
 SWTJ010
  SWTB020 SWTJ020 SWTB030 SWTJ030 SWTB050 SWTJ050

供給圧力-反力グラフ
JVE/JVF接続完了後に圧力を供給した場合の反力を示します。

流量-圧力損失特性グラフ
本データの使用流体は水です。

外形寸法

仕様

 流量 圧力損失

 （ℓ/min） （MPa）

 0 0

 5 0.05

 10 0.12

 15 0.21

 20 0.33

 25 0.48

エア圧・クーラント用オートジョイント

V F

E : 接続面 O リング側 ( 治具側 )
F : 接続面メタル側 ( 圧力源側 )

種類

H: ステンレス、真鍮、フッ素ゴム

材質

無記号 : JVE のみ
B02  : VSB020/SWTB020
B06  : VSB060/SWTB030
B10  : VSB100/SWTB050
J01  : SWTJ010
J02  : VSJ020/SWTJ020
J06  : VSJ060/SWTJ030
J10  : VSJ100/SWTJ050

JVF のみ

H S B10

※ 分離状態 （圧力ゼロ）時

 JVE からのクーラントの流出はありません。

JVE ( 治具側 )

JVF ( 圧力源側 )

取付部加工寸法

パレットクランプ併用時接続状態寸法

SWTB010併用時参考接続状態寸法

JVE/JVF(共通)

分離状態 接続状態

JVE （治具側）

JVF （圧力源側） VS:パレットクランプ（SWT:ロケートクランプ）リリース状態

分離状態 （パレットセッティング時）

① ②

接
続

設
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寸
法

+
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m
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上
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寸
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SWT0010とSWTB010の組合せでJVE/JVFを使用する場合は

下記のようなザグリ加工が必要です。

ロ
ッ

ク
時

 9
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(2
)

リ
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時
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ロ
ッ

ク
時

 1
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±
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SWT0010 JVF0300-H-SB02

VZ0010-VSC JVE0300-HSWTB010

    JVE0300-H

 JVF0300 JVF0300 JVF0300 JVF0300 JVF0300 JVF0300 JVF0300

 -H-SJ01 -H-SB02 -H-SJ02 -H-SB06 -H-SJ06 -H-SB10 -H-SJ10

 21.5 16 24.5 17.5 28 20 30.5

 1 1 3.5 1 7 1 9.5

 10.5 5 11 6.5 11 9 11

 17 11.5 20 13 23.5 15.5 26

 16.5 11 19.5 12.5 23 15 25.5

A

B

C

D

E

 形式 治具側

 形式

 圧力源側

寸法表

併用クランプ形式

VSB/SWTB ブロック使用時 BA

VSJ/SWTJ ブロック使用時 BB

  VS0020/VS0040 VS0060 VS0100
 SWT0010  SWT0020 SWT0030 SWT0050

 9.5 11.5 13 15.5

 17 20 23.5 26 

パレットクランプ併用時 接続状態寸法表

ロ
ッ

ク
時

 B
A

リ
リ

ー
ス

時
 B

A
+
1

VZ-VSC
レベル調整用カラー JVE0300-HVSB/SWTBブロック

VS/SWTクランプ JVF0300-H-SB□

ロ
ッ

ク
時

 B
B

リ
リ

ー
ス

時
 B

B
+
1

JVF0300-H-SＪ□

JVE0300-HVSJ/SWTJブロック

VS/SWTクランプ

0
-0.4

±0.05

±
0
.0

5
±
0
.0

5

±0.05

±0.05

治具パレットやイケールを交換する際の流体回路脱着に適しています。

パレットクランプ (ＶＳ/ＳＷＴ)との併用が容易で、併用時は

パレットセッティング時に反力が発生しないオートジョイントです。

0.2 0.4 0.6 0.8 1
供給圧力　(MPa)

反
力

 (
ｋ
Ｎ

)

0
0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0 5 10 15 20 25 30
流量　(ℓ/min)

圧
力

損
失

 (
M

P
a)

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5
 供給圧力 反力

 （MPa） （kN）

 0 0.06

 0.1 0.10

 0.2 0.14

 0.3 0.17

 0.4 0.21

 0.5 0.25

 0.6 0.29

 0.7 0.33

 0.8 0.36

 0.9 0.40

 1.0 0.44

±
0
.0

5

φ33

2
3

6
.5

1
6
.5

6
.5

1
0

5
1
.5

9.2max

M27×1.5ネジ

AS568-021(90°)
フッ素ゴム（付属）

六
角

3
0

JVE0300-H

φ33 六
角

3
0

JVF0300-H-□

22φ
1
0

M27×1.5ネジ

AS568-021(90°)
フッ素ゴム（付属）

φ26

AC
B

接
続

設
定

寸
法

D
  
  
  
(パ

レ
ッ

ト
ク

ラ
ン

プ
 ロ

ッ
ク

時
) *

2

（
参

考
値

：
単

体
接

続
限

寸
法

E
）

（
0
.5

)

φ27.4H8

φ2830°

(0
.5

)

3
.5

1
0
以

上

1
2
.5

以
上

1
7
以

上
*
2

φ11以上*4

*4. 寸法は JVE 側のみの寸法です。

45°

M27×1.5ネジ

+ 0.033
 0

6
.3

S

6.3S

パレットクランプを併用しない場合は
外形寸法より形式を選択ください。（ )

① 接続設定寸法より 1mm 以上分離した状態では反力が発生しません。

② パレットクランプ :VS （ロケートクランプ :SWT） 併用時は、パレットクランプのリフトアップストローク (1mm) を

 利用して接続します。 パレットクランプリリース時 （パレットセッティング時） オートジョイントは未接続状態

 で反力が発生しません。 （パレットクランプをロックすると接続状態となり、 反力が発生します。）

 バネと供給流体の圧力に

 より反力が発生します。

 （パレットクランプはロック

  状態）

NEW

別途お問合せください。

無記号 : JVE のみ
S: JVF (VS/SWT クランプ併用時 )
T: JVF (VT クランプ併用時 )

適応クランプ形式

適応ブロック形式

JVE0300-H

JVF0300-H-□

*3

*
3

*3.SWTB0010 併用時参考接続状態寸法を参考ください。
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